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物  質  名 1,2-プロパンジオール ＤＢ－37 
別  名 プロピレングリコール 構 造 式 

 CAS 番号 57-55-6 
PRTR 番号 － 
化審法番号 2-234 
分子式 C3H8O2 分子量 76.10 
沸点 188.2℃ 1) 融点 －59℃ 1) 
蒸気圧 1.29×10-1 mmHg（25℃、実測値）2) 換算係数 1 ppm = 3.11 mg/m3（25℃） 
分配係数（log Pow） －0.92（実測値）3) 水溶性 1×106 mg/L（20℃、実測値）4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 20,300 mg/kg 5)  
 マウス 経口 LD50 22,000 mg/kg 5)  
 ラット 経口 LD50 20,000 mg/kg 5)  

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、0.625、1.25、2.5、5％の濃度で 2 年間混餌投与（雄で 0、200、400、900、1,700 mg/kg/day、
雌で 0、300、500、1,000、2,100 mg/kg/day 相当）した結果、5％群で対照群と比較して体重が

10～12％軽かったが、他に影響はなかった 6) 。この結果から、NOAEL は 2.5％（900 mg/kg/day）
であった。 

・雄ネコに 0、80、443、675、1,763、4,239 mg/kg/day を 69～94 日間混餌投与した結果、443 mg/kg/day
以上の群で用量に依存したハインツ小体保有の赤血球の増加、肝臓、脾臓のヘモジデリン沈

着の増加がみられた 7) 。この結果から、NOAEL は 80 mg/kg/day であった。 
・ネコに 0、6、12％の濃度で 117 日間混餌投与（0、741～1,600、1,900～4,400 mg/kg/day）した

結果、6％以上の群でハインツ小体保有の赤血球数の用量に依存した増加傾向及び有意差、赤

血球寿命の用量に依存した短縮、12％群で網状赤血球数の有意な増加を認めた。また、6％以

上の群で試験期間を通した赤血球数の減少、脾臓の結節性病変、12％群で斑状の肝臓がみら

れた 8) 。この結果から、LOAEL は 741～1,600 mg/kg/day であった。 
・ラットに 0、160、1,000、2,200 mg/m3 を 13 週間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、160 mg/m3

以上の群の雌雄で鼻腔の出血、眼の分泌物の増加がみられ、本物質の脱水作用による可能性

が示された。1,000 mg/m3 以上の群の雌雄で鼻腔の杯細胞数や杯細胞中のムチンの増加を伴う

呼吸上皮の肥厚がみられ、2,200 mg/m3 群の雌で体重増加の有意な抑制を認めた 9) 。この結果

から、LOAEL は 160 mg/m3（ばく露補正：29 mg/m3）であった。 
・ラットに 0、170～350 mg/m3 を 18 ヵ月間（1 日あたりのばく露時間等は不明）、サルに 0、

100～350 mg/m3 を 12 ヵ月間（1 日あたりのばく露時間等は不明）吸入させた結果、ラットで

はばく露群で体重増加の抑制、サルではばく露群で赤血球数、ヘモグロビン濃度の増加がみ

られたが、両種ともその他に影響はみられなかった 10) との報告がある。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・マウスに 0、1、2.5、5％の濃度で飲水投与（0、1,800、10,100 mg/kg/day）した二世代試験の

結果、F0、F1 世代で臨床所見や生殖（精子、発情周期など）への影響はなく、胎仔、出生仔

（F1、F2 世代）への影響もなかった 11, 12) 。 
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・ラット、マウスに 0、16、74、345、1,600 mg/kg/day を妊娠 6 日目から 15 日目まで強制経口

投与した結果、ラットでは母ラットの死亡はなく、吸収胚数、生存胎仔数、胎仔の性比、体

重、骨格、軟組織への影響はなかった。マウスでは 74 mg/kg/day 群の 1/25 匹が死亡（詳細不

明）し、吸収胚数、生存胎仔数、胎仔の性比、体重、骨格への影響はなかったが、345 mg/kg/day
群の胎仔 1 匹で胃壁破裂がみられた 13) 。 

・ウサギに 0、12、57、267、1,230 mg/kg/day を妊娠 6 日目から 18 日目まで強制経口投与した

結果、12 mg/kg/day 群の 2/18 匹、57 mg/kg/day 群の 1/15 匹、267 mg/kg/day 群の 2/20 匹が死

亡（詳細不明）したが、吸収胚数、生存胎仔数、胎仔の性比、体重等への影響や胎仔の骨格、

軟組織の異常はなかった 13) 。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・眼を刺激し、眼に入ると発赤、痛みを生じる。長期または反復して接触すると、皮膚が感作

されることがある 14) 。 
・男女 104 人のボランティア（19～79 才）の背部に本物質の 50％水溶液 0.2 mL を 3 回/週の頻

度で計 9 回塗布（24 時間/回）し、約 2 週間後に再び塗布（濃度不明）して反応をみたパッチ

テストの結果、1 人は実験開始後早期に発赤がみられたため、4 回で塗布を中止した。残りの

対象者では、計 9 回の塗布のうち、3 人が 2 回以上にわたり軽微～中等度の発赤、4 人が少な

くとも 1 回は軽微な発赤を生じ、再度の塗布後では 4 人が軽微～中等度の発赤を生じた 15) 。

・204 人の男性ボランティア（21～50 才）の腕に本物質の 12％ワセリン希釈物 5 g を 48 時間～

72 時間/回の頻度で 10 回塗布し、2 週間後に再び塗布して反応をみたパッチ・テストの結果、

対象者に皮膚の発赤はみられなかった 16) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH －  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口ばく露については、ネコの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 80 mg/kg/day（ハイン

ツ小体保有の赤血球数の増加）を採用し、試験期間が短いことから 10 で除した 8 mg/kg/day を

暫定無毒性量等に設定した。 
  吸入ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた LOAEL 160 mg/m3（鼻腔の

出血）を採用し、ばく露状況で補正して 29 mg/m3 とし、LOAEL であるために 10、試験期間が

短いことから 10 で除した 0.29 mg/m3 を暫定無毒性量等に設定した。 
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